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自部門最適だけに終わっていないか

全体最適に導く部門「間」マネジメント

◎
病
院
概
要

福
島
県
の
会
津
北
西
部

（
人
口
約
５
２
３
０
０
人
）

に
あ
る
喜
多
方
市
に
お
い

て
急
性
期
医
療（
２
次
救

急
）中
心
に
医
療
提
供（
一

般
病
床
１
２
３
・
療
養
病

床
３
７
）を
行
っ
て
い
る
。

◎
現
状

浜
通
り
沿
岸
部
や
福
島

第
一
原
発
か
ら
直
線
で
約

１
０
５
㎞
に
位
置
す
る
当

院
で
は
、
幸
い
今
回
の
地

震
や
津
波
、
原
発
事
故
に

よ
る
直
接
の
被
害
を
受
け

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現

在
、
被
災
地
の
医
療
機
関

等
か
ら
多
く
の
入
院
患
者

を
受
入
れ
、
さ
ら
に
は
原

発
事
故
後
、
着
の
身
着
の

ま
ま
で
喜
多
方
市
内
の
緊

急
避
難
所
や
旅
館
に
避
難

さ
れ
て
き
た
双
葉
郡
等
に

お
住
ま
い
の
方
々
に
対
す

る
医
療
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

◎
事
務
職
員
の
役
割

震
災
発
生
直
後
は
、
高

速
道
路
や
国
道
等
が
通
行

止
め
に
な
り
、
物
流
が
ス

ト
ッ
プ
。
医
薬
品
、
主
に

人
工
透
析
に
用
い
る
医
療

材
料
を
は
じ
め
、燃
料（
車

の
ガ
ソ
リ
ン
、
非
常
用
発

電
機
や
暖
房
等
に
使
用
す

る
重
油
・
灯
油
等
）、
食

材
等
が
不
足
し
、
医
療
を

継
続
す
る
た
め
に
必
要
な

物
資
確
保
の
た
め
に
、
事

務
職
員
が
休
日
返
上
で
奔

走
。
３
日
後
に
燃
料
を
、

7
日
後
に
食
量
等
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
師
や
看
護
師
と
避
難

所
に
同
伴
し
、
具
合
が
悪

い
被
災
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
容
態
に
応
じ
送
迎

の
手
配
、
今
後
の
医
療
費

の
相
談
、
さ
ら
に
は
入
院

患
者
や
透
析
患
者
の
受
入

れ
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
際
、
一
番
苦
慮
し
た

の
は
、
津
波
等
で
カ
ル
テ

な
ど
が
消
失
し
、
多
く
の

患
者
様
の
基
本
情
報
や
治

療
経
過
等
が
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
。
15
名
の
情
報
収

集
を
１
か
ら
始
め
、
10
日

ほ
ど
費
や
し
た
。

外
来
患
者
に
対
し
、
正

面
玄
関
で
一
般
と
被
災
地

の
患
者
様
を
分
け
て
聞
き

取
り
を
行
い（
必
要
に
応

じ
て
放
射
線
量
の
被
曝

チ
ェ
ッ
ク
）、
他
の
患
者

様
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の

二
次
被
曝
防
止
の
対
策
を

講
じ
、
合
わ
せ
て
簡
易
除

染
室
の
設
置
も
し
た
。

病
院
全
体
で
情
報
の
共

有
化
を
目
的
に
、
毎
日
、

地
震
対
策
会
議
を
開
催

（
メ
ン
バ
ー
は
全
医
師
を

含
め
た
各
部
署
の
所
属

長
）。
会
議
の
進
行
と
取

り
ま
と
め
を
事
務
職
員
が

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
共

有
し
た
情
報
は
、
水
道
・

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
事
情
、

医
薬
品
・
医
療
材
料
、
燃

料
、
食
料
等
の
備
蓄
・
入

荷
状
況
、
被
災
地
か
ら
の

患
者
様
の
受
入
れ
状
況
と

空
き
ベ
ッ
ド
数
な
ど
。

ま
た
、
地
震
に
関
す
る

情
報（
特
に
関
係
省
庁
等

か
ら
配
信
さ
れ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
資
料
）を
収
集
・
整
理

し
、
各
部
門
に
伝
達
し
て

い
る
。会
議
録
を
作
成
し
、

欠
席
者
等
に
も
配
布
し
て

い
る
。

◎ 

事
務
職
員
と
し
て
の
有

事
の
際
の
対
応

・
医
師
を
は
じ
め
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
診
療
に
専

念
・
集
中
で
き
る
職
場
の

環
境
づ
く
り
。

・
国（
厚
生
労
働
省
等
）や

県
、
市
町
村
な
ど
か
ら
配

信
さ
れ
る
最
新
情
報
の
正

確
な
把
握
と
、
医
療
現
場

や
患
者
様
へ
の
伝
達
。

・
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
患
者

様
を
つ
な
ぐ＂
縁
の
下
の

力
持
ち
＂的
存
在
に
徹
す

る
。

◎
最
後
に

こ
の
度
の「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」被
災
者

の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
有
隣
病
院
へ
の
お
心

遣
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

星
　
賢
一（
医
療
経
営
士
３
級
）

医
療
法
人
昨
雲
会
飯
塚
病
院
附
属
有
隣
病
院
事
務
部
次
長

福島県
喜多方市

長
澤 

良
相（
医
療
経
営
士
３
級
）

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

宮
城
病
院
事
務
部
経
営
企
画
室
長

宮城県
仙台市

◎
病
院
概
要

宮
城
県
南
部
沿
岸
の
国

道
６
号
線
沿
い
の
福
島
県

境
に
ほ
ど
近
い
亘
理
郡
山

元
町
に
位
置
す
る
、
神
経

疾
患（
神
経
内
科
・
脳
外

科
）専
門
医
療
施
設（
Ａ
Ｌ

Ｓ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

脳
血
管
疾
患
中
心
に
３
４

４
床
、
う
ち
１
２
０
床
は

重
症
心
身
障
害
者
病
棟
）。

◎
被
災
状
況
①
施
設

震
災
に
よ
る
津
波
被
害

で
、
病
院
が
所
在
す
る
山

元
町
の
65
％
の
家
屋
が
流

出
。
病
院
ま
で
津
波
が
到

達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。

︵
←
2
面
へ
つ
づ
く
︶ 医療費の相談受付等を事務員が行っている
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立ち上がる
ニッポンの
医療機関

患
者
救
済
、地
域
の
復
興
に
向
け
て

奮
闘
す
る
医
療
経
営
士
た
ち

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」発
生
に
伴
い
、
震
災
を
免
れ
た
東
北
各
地
の
医
療
機
関
で
は
、
被
災
患
者
の
受
入
れ
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
不
眠
不
休
で
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
一
方
で
、
診
療
環
境
整
備
に
最
善
を
尽
く
す
経
営
部
門
・
事
務
部
門
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
活
躍
も
見
逃
せ
な
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
会
員
の
医
療
経
営
士
の
中
に
も
、
東
北
地
方
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
方
々
が
お
ら
れ
、
患
者
救
済
、
地
域
復
興
の
た
め
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。

２
名
の
会
員
医
療
経
営
士
に
現
場
の
状
況
、
経
営
部
門
・
事
務
部
門
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
緊
急
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。

Do 
no

t p
rin

t. 
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病
棟
建
物
に
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
外
来

棟
増
築
の
接
続
部
の
ズ

レ
、
給
水
給
湯
設
備
の
漏

水
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
お
よ

び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
基
地
局
停
電
に

よ
る
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
遮
断
、
大
型

医
療
機
器
は
す
べ
て
使
用

不
能
に
。
特
に
通
信
手
段

の
遮
断
の
影
響
は
大
き

く
、
外
部
と
の
連
絡
が
取

れ
な
い
た
め
に
、
復
旧
と

物
資
調
達
に
時
間
を
要
し

た
。津

波
に
よ
り
変
電
所
が

水
没
し
、
３
月
16
日
か
ら

送
電
停
止
。
４
月
６
日
の

仮
復
旧
ま
で
非
常
用
自
家

発
電
装
置
の
稼
働
と
部
分

停
電
に
よ
り
し
の
い
だ
。

◎ 

被
災
状
況
②
患
者
様
対

応̶

院
外
へ
の
搬
送

病
院
か
ら
約
１
㎞
以
内

の
地
域
ま
で
津
波
が
到
達

し
、
大
津
波
警
報
発
令
後

は
病
棟
１
階
入
院
患
者
を

病
棟
２
階
等
に
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
で
移
動
さ
せ
る
等

の
対
応
を
行
っ
た
。ま
た
、

地
域
の
被
災
者
の
受
入
れ

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

神
経
難
病
拠
点
病
院
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
人
工

呼
吸
器
装
着
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
の

患
者
様
を
東
大
病
院
、
東

京
医
科
歯
科
大
付
属
病

院
、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
新
潟
病
院
に
自

避
難
所
に
支
援
物
資
を
届
け
る
事
務

幹
部
職
員

あ
る
学
会
に
参
加
し

た
際
、
知
り
合
い

の
病
院
の
先
生
よ
り
、
こ

の
資
格
認
定
に
関
す
る
お

話
を
い
た
だ
き
、
書
店
で

『
医
療
経
営
士
テ
キ
ス
ト
』

シ
リ
ー
ズ
の
存
在
を
知
り

ま
し
た
。
以
前
よ
り
、
本

テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
監
修

の
川
渕
孝
一
教
授
の
著
書

２
５
７
人（
暫
定
）が
合
格
し
た
、
第
２
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験（
震
災
に
よ
り
受
験
で
き
な
か
っ
た

方
へ
の
追
試
験
は
４
月
24
日〈
日
〉実
施
）。合
格
者
の
う
ち
、
実
際
の
経
営
幹
部
で
あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の
副
セ
ン

タ
ー
長
、経
営
者
の
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
経
営
企
画
室
室
長
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

Interv
iew

インタビュー

「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
合
格
者
に
聞
く
！

第
２
回

を
存
じ
て
お
り
、「
川
渕

先
生
が
監
修
を
さ
れ
て
い

る
の
な
ら
、
確
か
な
内
容

だ
ろ
う
」と
、
数
冊
を
手

に
取
っ
て
内
容
を
確
認
し

て
み
ま
し
た
。

読
ん
で
み
る
と
、
こ
れ

ま
で
学
ん
で
き
た
臨
床
の

領
域
と
は
違
う
角
度
で
医

療（
主
に
制
度
、
政
策
、

Ikeda Yukio

池
田
幸
穂

東
京
医
科
大
学

八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
・

脳
神
経
外
科
科
長

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
）が
語
ら

れ
て
お
り
、
新
し
い
発
見

を
得
る
と
も
に
、
新
し
い

視
点
の
流
れ
を
感
じ
ま
し

た
。現

在
の
副
セ
ン
タ
ー
長

（
前
・
卒
後
臨
床
研
修 

セ

ン
タ
ー
長
）と
い
う
立
場

に
お
い
て
は「
医
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
知
識
が
必
要
で

あ
る
」と
認
識
し
て
お
り
、

こ
れ
を
よ
い
機
会
と
捉

え
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
受
験
を
決
意
。

テ
キ
ス
ト
と
予
想
問
題
集

の
通
読
を
中
心
に
、
１
カ

月
ほ
ど
の
試
験
対
策
を
経

て
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

臨
床
を
持
っ
て
い
る
立

場
で
は
、『
３
級
』資
格
取

得
で
精
一
杯
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
医
療
経
営

の
本
質
に
お
い
て
は
、
ど

の
組
織
に
も
共
通
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ

れ
を
身
に
付
け
る
こ
と
も

意
義
あ
る
も
の
を
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
広
い
視

野
を
持
っ
て
様
々
な
職
種

の
立
場
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
始
。
病
院
勤
務
が
長
い

の
で
、
知
っ
て
い
る
内
容

は
省
略
し
、
知
ら
な
い

テ
ー
マ
の
テ
キ
ス
ト
を
中

心
に
マ
ー
カ
ー
を
引
く
な

ど
要
点
を
整
理
し
ま
し

た
。
ま
た
、
過
去
試
験
の

問
題
集
や「
直
前
短
期
集

中
講
座
」に
も
、
知
識
の

確
認
の
意
味
で
取
り
組
み

ま
し
た
。

当
院
は
大
腸
肛
門
領
域

に
特
化
し
た
消
化
器
専
門

病
院
で
す
が
、今
の
時
代
、

舵
取
り
を
少
し
で
も
誤
れ

ば
、
た
ち
ま
ち
経
営
に
影

響
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

病
院
経
営
に
お
い
て
は
、

組
織
の
継
続
的
管
理
・
運

営
と
、
広
い
視
野
で
物
事

を
考
え
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。「
医
療
経
営

士
」
を
通
じ
て
得
た
知

識
・
理
論
を
用
い
、
経
営

者
と
現
場
を「
わ
か
り
や

す
く
」つ
な
ぐ
全
体
最
適

化
の
役
割
を
果
た
す
所
存

で
す
。
１
級
取
得
を
目
指

し
、
今
後
も
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

N
iw

a M
asaki

丹
羽
正
樹

医
療
法
人
天
馬
会

チ
ク
バ
外
科
胃
腸
科
肛
門
科
病
院

経
営
企
画
室

室
長

昨
年
、
長
年
勤
め
て

い
た
病
院
を
退
職

し
、
当
院
に
入
職
致
し
ま

し
た
。当
院
の
経
営
者
は
、

真
剣
に
病
院
経
営
に
つ
い

て
考
え
て
お
り
、
私
に

と
っ
て
共
感
で
き
る
部
分

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

勉
強
で
き
る
よ
う
に
と

「
医
療
経
営
士
」の
資
格
取

得
を
推
奨
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
受
け
て
、
受
験

を
決
意
し
ま
し
た
。

受
験
対
策
に
つ
い
て
は

試
験
３
カ
月
ほ
ど
前
よ
り

衛
隊
の
ヘ
リ
で
搬
送
。
搬

送
に
際
し
て
は
当
院
職

員
、
国
立
病
院
機
構
Ｄ⊖

Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
、
国
立
病

院
機
構
医
療
支
援
チ
ー
ム

の
連
携
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
で
き
た
。

◎ 

被
災
状
況
③
患
者
様
対

応̶

自
院
へ
の
受
入
れ

地
震
発
生
直
後
は
、
統

括
診
療
部
長
を
中
心
に
救

急
外
来
体
制
に
切
り
替

え
、
津
波
等
に
よ
る
低
体

温
症
状
、
外
傷
の
あ
る
患

者
様
の
受
入
れ
を
行
っ
た

（
電
話
回
線
の
遮
断
に
よ

り
救
急
隊
か
ら
の
搬
送
連

絡
不
通
状
態
が
続
き
、

次
々
と
患
者
様
が
搬
送
さ

れ
る
状
況
だ
っ
た
）。

ま
た
、
避
難
所
や
自
宅

か
ら
直
接
来
院
さ
れ
る
患

者
様
も
多
く
、
診
察
室
か

ら
は
患
者
様
が
溢
れ
、
廊

下
に
ソ
フ
ァ
ー
や
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
を
並
べ
た
状

態
が
１
週
間
以
上
続
い

た
。
玄
関
に
医
師
、
看
護

師
、
事
務
職
員
を
24
時
間

交
代
で
配
置
し
対
応
し

た
。現

在
は
通
常
診
療
体
制

に
戻
り
、
引
き
続
き
避
難

者
お
よ
び
地
域
住
民
の
受

入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、

本
来
の
機
能
で
あ
る
神
経

難
病
の
専
門
医
療
を
実

施
。
さ
ら
に
、
福
島
原
発

事
故
の
影
響
を
受
け
て
い

る
福
島
県
南
相
馬
市
、
相

馬
市
か
ら
の
患
者
様
受
入

れ
の
準
備
も
行
っ
て
い

る
。

◎
事
務
職
員
の
役
割

地
震
発
生
直
後
、
私
を

含
め
た
幹
部
職
員
と
一
部

事
務
職
員
で「
災
害
対
策

本
部
」を
立
ち
上
げ
、
本

部
・
事
務
室
に
11
日
間
泊

ま
り
込
み
、院
内
情
報（
職

員
の
被
災
状
況
含
む
）の

集
約
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
計
画
策
定
を
行
っ

た
。
復
旧
作
業
に
お
い
て

は
、
国
立
病
院
機
構
北
海

道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所

お
よ
び
仙
台
医
療
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
衛

星
携
帯
電
話
を
２
台
設
置

し
、
ヘ
リ
搬
送
の
調
整
や

自
治
体
と
の
連
絡
調
整
を

行
っ
た
。
同
時
に
、
患
者

様
の
食
料
、
医
薬
品
、
診

療
材
料
、
燃
料
調
達
も
担

当
。

ま
た
、
家
屋
を
失
い
病

院
に
非
難
さ
れ
て
い
る
町

民
に
対
し
、
院
内
の
リ
ハ

ビ
リ
訓
練
棟
を
仮
設
の
一

時
避
難
所
と
し
て
開
放

し
、
寝
具
や
食
事
の
提
供

に
当
た
っ
た
。事
務
部
長
、

管
理
課
長
を
中
心
に
、
各

地
か
ら
届
く
支
援
物
資
の

受
入
れ
や
仕
分
け
を
担
当

し
、
福
島
県
新
地
町
、
宮

城
県
山
元
町
の
近
隣
避
難

所
を
廻
り
、
食
料
、
日
用

品
、衣
類
等
を
配
布
し
た
。

避
難
者
リ
ス
ト
の
掲

示
、
行
方
不
明
者
の
問
い

合
わ
せ
へ
の
対
応
も
事
務

職
員
中
心
に
行
っ
た
。

町
内
で
支
援
活
動
を
展

開
し
て
い
る
災
害
支
援
自

衛
隊
、
医
療
支
援
チ
ー
ム

お
よ
び
開
業
医
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
院
内
会
議

で
の
毎
日
の
打
ち
合
わ
せ

を
通
じ
て
避
難
所
の
状
況

（
感
染
症
発
生
の
有
無
）、

医
療
支
援
計
画
等
の
検
討

お
よ
び
報
告
を
行
っ
て
い

る（
現
在
も
実
施
中
）。

◎
最
後
に

こ
の
度
の
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
地
域
、
皆

様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

宮
城
病
院
に
対
し
全
国
各

地
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

Do 
no

t p
rin

t. 
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医
療
従
事
者
に
と
っ

て
、
日
常
臨
床
に
お
い
て

患
者
の
尊
厳
に
配
慮
す
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
特

に
、
患
者
の
自
己
決
定
の

権
利
の
尊
重
は
、
患
者
の

尊
厳
の
配
慮
に
も
つ
な
が

る
。２

０
０
０
年
以
上
前
か

ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
的
医
の
倫
理

は
、「
医
師
は
患
者
の
た

め
に
も
っ
と
も
善
い
と
考

え
る
医
療
を
提
供
し
、
患

者
は
そ
の
医
師
を
信
頼
し

任
せ
る
」と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
、
20
世
紀
に
な
っ

て
医
師
と
患
者
の
信
頼
関

係
を
揺
る
が
す
─
─
例
え

ば
＊
タ
ス
キ
ギ
ー
梅
毒
研

究
の
よ
う
な
事
件
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
事
件
に
対

す
る
反
省
に
よ
り「
バ
イ

オ
エ
シ
ッ
ク
ス（
生
命
倫

理
）」と
い
う
学
問
が
誕
生

患者は終末期医療ケアを再考し
医療関係者はその意思の尊重を

生命倫理の1番目の原則となっている自己決定の尊重。超
高齢社会を迎え、認知症などの患者の増加により、社会問
題となり始めている。連載第５回目は「生命倫理／医療倫
理」の執筆を担当した東京大学大学院医学系研究科医療
倫理学分野客員研究員の箕岡真子氏に、認知症やがん終
末期の患者の自己決定権について解説してもらう。

リレー連載	 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報	 第5回

し
、「
倫
理
４
原
則
」が
つ

く
ら
れ
た
。
倫
理
原
則
の

１
番
目「
自
律（
自
己
決

定
）尊
重
原
則
」は
、
患
者

は
自
身
の
受
け
る
医
療
に

つ
い
て
、
十
分
な
情
報
開

示
を
受
け（
知
る
権
利
）、

そ
し
て
自
身
の
価
値
観
や

治
療
目
標
に
応
じ
て
、
自

分
で
決
定
す
る
権
利（
選

択
す
る
権
利
）を
も
っ
て

い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。こ

れ
は
、
法
的
に
は
、

判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
り

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
の
法
理
と
し
て
確

立
し
て
き
た
。
通
常
、
身

体
を
傷
つ
け
る
行
為
は
傷

害
罪
を
構
成
す
る
が
、
手

術
等
の
身
体
を
傷
つ
け
る

こ
と
に
な
る
侵
襲
的
医
療

行
為
は
、
法
的
に
は
、
本

人
の
同
意
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
違
法
性
が

阻
却
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

患
者
は
自
分
の
受
け
る
医
療
について

“
知
る
権
利
”“
選
択
す
る
権
利
”を
有
す
る

医療経営士テキスト
初級・8巻
「医療倫理／生命倫理」
― 医療人としての基礎知識 ―

編著者代表：箕岡真子
体裁：B5判・114頁
定価：2,625円
	 （本体2,500円＋税5％）

今月のテキスト

みのおか・まさこ●東京大学大学院医学系研
究科医療倫理学分野客員研究員、箕岡医院
内科医師。浜松医科大学医学部卒業、早稲田
大学大学院（バイオエシックス専攻）卒業。主
な研究領域は、終末期の医療ケアの倫理、高
齢者ケアの倫理、介護倫理、認知症ケアの倫
理。主な著書に、『私の四つのお願い』（ワールド
プランニング、2011年）などがある。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の

医
療
現
場
で
は
、
自
分
の

こ
と
を
自
分
で
決
定
す
る

自
己
決
定
の
権
利
が
当
た

り
前
の
現
実
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
も
し
自
分

の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
病
気
、
例
え
ば
認

知
症
や
が
ん
終
末
期
の

ケ
ー
ス
で
は
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
個
人
の
自
己
決

定
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。自

己
決
定
の
権
利
を
、

意
思
能
力（
こ
こ
で
は
、

自
分
の
医
療
に
つ
い
て
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
を
指
す
）が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

も
行
使
す
る
手
段
と
し
て

「
事
前
指
示
」が
あ
る
。

事
前
指
示
の
目
的
は
、

事
前
指
示
書『
私
の
四
つ

の
お
願
い
』（
箕
岡
真
子
、

ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ニ
ン
グ

自
己
決
定
の
権
利
を
行
使
す
る
手
段

「
事
前
指
示
」を
考
え
る刊

、
２
０
１
１
年
）に「
あ

な
た
が
重
い
病
気
に
か
か

り
自
分
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
に
、
助
か
る
見
込
み
が

な
い
終
末
期
で
あ
る
と
適

切
に
判
断
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
自
分
が
受
け
る
医

療
ケ
ア
を
ど
う
し
て
ほ
し

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

家
族
を
は
じ
め
あ
な
た
の

親
し
い
人
々
、
医
療
担
当

者
に
伝
え
る
こ
と
を
お
手

伝
い
い
た
し
ま
す
」と
記

さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ

る
。例

え
ば
現
在
、
認
知
症

患
者
の
数
の
増
加
が
著
し

い
。
終
末
期
に
は
嚥
下
障

害
の
た
め
飲
食
が
で
き
な

く
な
る
が
、
そ
の
際「
あ

な
た
は
お
腹
に
穴
を
開
け

て
胃
ろ
う
か
ら
栄
養
補
給

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す

か
？　

そ
れ
と
も
、
口
腔

ケ
ア
と
最
期
ま
で
口
か
ら

食
べ
物
を
与
え
て
も
ら
い

平
穏
な
死
を
望
み
ま
す

か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
、

自
分
で
自
分
の
こ
と
を
決

め
ら
れ
る
う
ち
に
、
事
前

に
指
示
を
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。具

体
的
に
は
、
①
あ
な

た
に
代
わ
っ
て
、
あ
な
た

の
医
療
や
ケ
ア
に
関
す
る

判
断
・
決
定
を
し
て
ほ
し

い
人
、
②
あ
な
た
が
望
む

医
療
処
置
・
望
ま
な
い
医

療
処
置
に
つ
い
て
、
③
あ

な
た
の
残
さ
れ
た
人
生
を

快
適
に
過
ご
し
、
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

か
、
④
あ
な
た
の
大
切
な

人
々
に
伝
え
た
い
こ
と
─

─
の
４
つ
の
お
願
い
か
ら

な
っ
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

自
分
自
身
の
終
末
期
医
療

ケ
ア
に
つ
い
て
、
一
度
考

え
て
み
る
機
会
を
も
つ
こ

と
は
将
来
的
に
重
要
な
こ

と
で
あ
ろ
う
し
、
医
療
関

係
者
は
、
そ
れ
を
尊
重
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

主　催：㈱日本医療企画

講　師：山本康弘氏　国際医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉・マネジメント学科教授

開催日：平成23年5月22日（日）

場　所：エッサム神田ホール（http://www.essam.co.jp/honsya/hall/access.html）
〒101-0045　東京都千代田区神田鍛冶町3-2-2エッサム神田ホールビル

最寄駅： JR神田駅・東京メトロ銀座線神田駅　徒歩1分

受講料： 21,000円（税込・「要点ポイントオリジナルレジュメ」代込）※団体参加割引有

教　材：日本医療企画発行『医療経営士テキスト初級全8巻』を教材として使用します。

教材は事前にご用意ください。詳しくはお問い合わせください。

問㈱日本医療企画教育事業本部
TEL.03-3256-2863 FAX.03-3256-2809
担当：三浦／鈴木

第3回「医療経営士3級」資格認定試験（6月5日〔日〕に実施）に向けて、直前ポイント整理講座を行います。

本講座は、医療機関での現場経験があり、また『医療経営士テキストシリーズ』の執筆者である山本康弘氏が講師を務めます。

過去2回の出題傾向の分析により整理したポイントを基に効率的な試験対策を行うことができます。

時限 時間 主な講義内容

1 9：30～11：00（90分） ① 医療人としての基礎知識
（医療界・医療機関の構造／医療関連産業
論）

② 医療史
（医療法規・医療行政史／医療経営史／診
療科目・医療技術の進化の歴史）

③ 行政法規・医療行政の基礎知識
④ 医療サービス概論（患者サービス論）
⑤ 医療人としての倫理（生命倫理／医療倫理）

2 11：10～12：40（90分）

3 13：25～14：55（90分）

4 15：05～16：35（90分）

第3回「医療経営士3級」資格認定試験	直前ポイント整理講座	のご案内

今月の
講師 箕岡真子 氏 

東京大学大学院医学系研究科
医療倫理学分野客員研究員

＊�

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
衛
生
局
は
、
１

９
３
２
年
か
ら
40
年
に
わ
た
り
、

貧
し
い
小
作
人
の
黒
人
男
性
に
、

梅
毒
研
究
に
関
す
る
非
人
道
的
人

体
実
験
を
行
っ
た
。

Do 
no
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t. 
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神
野
正
博
氏
が
支
部
長

副
支
部
長
は
笠
島
學
氏
、

仲
井
培
雄
氏
に
決
定

３
月
25
日
、
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
の
北
陸
支

部
設
立
総
会
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金

沢
に
て
開
催
さ
れ
た
。

設
立
総
会
に
は
、
北
陸

を
代
表
す
る
医
療
経
営
者

10
人
の
ほ
か
、
協
会
本
部

か
ら
皆
川
尚
史
代
表
理
事

代
行
、
林
諄
理
事
の
２
人

も
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
協
議
。

支
部
長
に
は
協
会
本
部
理

事
も
務
め
る
神
野
正
博
氏

（
社
会
医
療
法
人
財
団
董

仙
会
理
事
長
）が
満
場
一

致
で
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

副
支
部
長
に
は
笠
島
學
氏

（
医
療
法
人
社
団
紫
蘭
会

理
事
長
）と
仲
井
培
雄
氏

（
医
療
法
人
社
団
和
楽
仁

理
事
長
）、
事
務
局
長
に

は
谷
寛
憲
氏（
医
療
法
人

医療経営士のための

News
Topics

&
●	

日
本
医
療
経
営
実
践

協
会	

北
陸
支
部

（
石
川
県
金
沢
市
）

社
団
浅
ノ
川
浅
ノ
川
総
合

病
院
事
務
長
）が
選
出
さ

れ
、
神
野
支
部
長
を
中
心

と
し
た
組
織
体
制
が
正
式

に
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。平

成
23
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
、「
経
営
実
践

研
究
会（
仮
称
）」の
定
期

開
催
が
合
意
さ
れ
た
。
研

究
会
テ
ー
マ
は
、
組
織
改

革
、
業
務
改
善
、
地
域
連

携
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
各
医
療
機

関
に
共
通
す
る
話
題
を
取

り
上
げ
る
。
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
第
１
回

開
催
日
は
近
日
発
表
予

定
。

「
医
療
経
営
士
３
級
合
格

者
の
集
い
」も
同
時
開
催

同
日
、「
医
療
経
営
士

３
級
合
格
者
の
集
い
」も

開
催
。
北
陸
地
方
の
合
格

者
36
人
の
う
ち
、
11
人
が

出
席
し
た
。

先
の
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
や
そ
の
家
族
の

方
々
に
配
慮
し
、
本
部
理

事
、
支
部
役
員
、
３
級
合

格
者
ら
全
員
に
よ
る
１
分

間
の
黙
祷
か
ら
会
は
ス

タ
ー
ト
。
乾
杯
な
ど
の
儀

式
は
省
略
し
、
慎
ま
し
や

か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、会
が
進
行
し
、

合
格
者
に
よ
る「
病
院
経

営
に
携
わ
っ
て
い
く
意
気

込
み
」の
発
表
か
ら
、
場

内
の
雰
囲
気
は
一
変
。「
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自

分
の
受
験
番
号
を
見
つ
け

た
時
、
学
生
時
代
の
ピ
ュ

ア
な
気
持
ち
を
思
い
出

し
、
勉
学
に
励
む
大
切
さ

を
再
認
識
し
た
」「
こ
れ
ま

で
は
、
自
分
が
関
わ
る
仕

事
の
分
野
に
し
か
目
を
向

け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
視

野
を
広
げ
、
幅
広
い
知
識

の
習
得
の
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
た
」な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。中
に
は
、

震
災
シ
ョ
ッ
ク
に
立
ち
向

か
う
力
強
い
決
意
表
明
も

あ
り
、
参
加
者
か
ら
ひ
と

際
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て

い
た
。

そ
れ
ら
の
ス
ピ
ー
チ
を

受
け
、
神
野
正
博
支
部
長

か
ら
は
合
格
者
に
対
す
る

エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。「
こ

れ
か
ら
の
医
療
界
に
は
若

い
世
代
の
台
頭
が
不
可

欠
。
貪
欲
に
学
び
、
経
営

感
覚
を
磨
き
、
積
極
的
に

病
院
経
営
に
参
画
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
激
励
に
、

合
格
者
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
頷
い
て
い
た
。

２０１１年6月5日（日）実施
第1回「医療経営士2級」&第3回「医療経営士3級」資格認定試験　予想問題

問1　 診療報酬の構造について、以下の選択肢のうち適切なものを3つ選べ。

［選択肢］
　①  診療報酬は基本診療料と特掲診療料により構成されるが、基本診療料には救急救命入

院料や回復期リハビリテーション病棟入院料のような特定入院料は含まれない。
　②  2008（平成20）年4月の診療報酬改定で、それまでは特掲診療料の第3部検査にあっ

た病理学的検査は第13部に移り、名称も病理診断に変更された。
　③  入院基本料は、看護配置（看護職員1人当たりの患者数）が手厚く、患者の平均在院日数

が短いほど、高い診療報酬が設定されており、現在5対1が最高点数である。
　④  入院基本料等加算は、さまざまな加算項目が設定されており、それぞれ要件を満たしてい

れば、病院ごとの入院基本料にいくつでも上乗せして算定することができる。
　⑤  特掲診療料には医学管理等、在宅医療、検査、画像診断、投薬、注射、リハビリテーショ

ン、精神科専門療法、処置、手術、麻酔、放射線治療、病理診断の13項目があり、診療内
容によって出来高で算定する仕組みになっている

問2　 医療法第14条の2に規定される医療機関の院内掲示義務について、以下の選択肢の
うち正しいものを3つ選べ。

［選択肢］
　① 開設者の氏名
　② 診療に従事する医師又は歯科医師の氏名
　③ 医師又は歯科医師の診療日及び診療時間
　④ 建物内部の案内
　⑤ 入院基本料に関する事項（看護要員の対患者割合、看護要員の構成）

○  解答・解説は、日本医療経営実践協会ホームページ（http://www.jmmpa.jp/jmp_mmc_collabo.html）に5月9日（月）に掲載予定。
協力：『最新 医療経営Phase3』編集部（日本医療企画）

第3回「医療経営士3級」資格認定試験	予想問題　診療報酬＆総合（院内掲示）

問１　第1分野（9）　財務会計／資金調達（2）　資金調達

　　   病院の資金調達において検討すべき条件について、以下の選択肢のうちもっとも適切で
ないものを1つ選べ。

［選択肢］
　① 借入先（もしくは調達方法）と借入期間
　② 返済方法
　③ 金利
　④ 病院機能評価
　⑤ 担保・見返り・保証人

問2　第2分野（7）　業務改革

　　   未収金対策のポイントについて、以下の選択肢のうちもっとも適切でないものを1つ選べ。

［選択肢］
　① 発生の予防
　② 管理の厳正化
　③ 回収の強化
　④ 延滞日数分の追徴課金
　⑤ 支払い方法の簡便化

第1回「医療経営士2級」資格認定試験	予想問題　【第1分野（9）／第2分野（7）】

設立総会の様子。神野北陸支部長（中央）、
皆川代表理事代行（中央右）、林理事（中央左）

伊藤恒敏
東北大学大学院教授
前・銚子市病院事業あり方検討委員会委員長
前・銚子市立病院指定管理者選定委員会委員長

●定価：2,000円（税込）�
●四六判／232頁

銚子市立総合病院、衝撃の破たんドキュメント

暴かれた地域医療の実像
病院再建を模索した500日間の真実
　　序　章：銚子市とのかかわりは、こうして始まった 第3章：市政混迷のなかで忘れ去られた争点
　　第1章：進む医師現象、資金不足、そして迎えた終焉 第4章：市長交代、そして銚子総合病院のその後
　　第2章：市長リコールの動きと病院再生への道 最終章：銚子総合病院休止事件から学ぶこと

好評
発売中！

◎日本医療企画の最新刊
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「第1回『医療経営士2級』資格認定試験（6月5日実施）」の出願受付の締切（5月6日
〈金〉）が迫っている。2分野19科目と出題が広範囲に及ぶため、ポイントを押さえた学習
が合否の分かれ目といえそうだ。

「医療経営士3級」資格認定試験において得点割合の低いテーマの1つ「診療報酬」。
連載3回目は、診療報酬と総合（院内掲示）を1問ずつ出題
作問／解答・解説：東日本税理士法人�中小企業診断士�星　多絵子　
ホームページ　http://www.higashinihon.or.jp/　ブログ　http://blog.livedoor.jp/zvezdahoshi
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